
本田金属技術株式会社

企業PR

軽金属技術で世界のあらゆる負荷を軽くします

本田金属技術は、1963年にHondaの創業者 本田宗一郎氏の実弟 本田弁二郎の｢技術
をもって社会に貢献する｣という熱い使命感から生まれ、エンジンの心臓部品である
ピストンの製造からスタートしました。
創業から今日に至るまで、この精神は企業活動の基礎として絶えることなく受け継が
れてきました。
現在ではアルミ精密鋳造・機械加工の総合メーカーとして、二輪車、四輪車、汎用機
用の各種アルミ部品を国内外の企業に供給し、その技術は日本のみならず世界で高い
評価を得ています。
近年、自動車業界を取り巻く環境は一層厳しさを増すとともに大きく変化し、特に環
境対応技術は大きな社会ニーズとなってまいりました。
当社は社会に貢献できる先進の軽金属鋳造技術をもって、低炭素社会に寄与する次世
代エンジン部品や軽量車体部品を生産し、世界中のお客様の期待と信頼に応え続ける
べく、全社一丸となって積極果敢に挑戦を続けて参ります。

企業概要

代表者 代表取締役社長 小島 晃 所在地 喜多方市岩月町宮津道下東5817-1

ホームページ http://www.hondakinzoku.co.jp 資本金 12億 6千万円

E-mail http://www.hondakinzoku.co.jp/inq
uiry/index.html 創業年月 昭和38年12月

主業種 金属製品製造業 従業員数 245人

TEL・FAX 0241-22-6621 / 0241-23-1206 売上 175億円

認証資格等 ISO9001、ISO14001、JIS Q 9001

生産技術・加工技術 重力鋳造法、低圧鋳造法、高圧鋳造法、

主要生産品目
（事業内容）

主に二輪車・四輪車・ライフクリエ―ション製品のエンジン部品及び二輪車・四輪車の車体部品
の製造・販売をしています。 アルミ材料を各種鋳造製法(GDC、LPDC、HPDC)を用いて素形し、
加工、検査を経て、本田技研工業株式会社様、カワサキモータース株式会社様などへ納入してい
ます。主な製品はエンジン部品やサスペンション部品ですが、鋳造から加工まで一貫生産するこ
とで高品質、低コストを実現しています。

本社・支社情報

主業種 金属製品製造業 所在地 【本社】埼玉県川越市的場1620

保有設備機械

CAE、CAD

製品・設備紹介

ロアブロック、ウォーターパッセ―ジ、フロントナックル、リアナックル等


